
【参考１：固有周期振動】 

固有周期振動は、潮汐のように周期が長くかつ周期に比べて振幅がそれほど大きくな

い波は、水深が深い海では長波として扱えることから、有明海などの内湾では、線形を

仮定し粘性を無視し密度を一様とすると、長波に対する湾の共振周期T0を次式で計算で

きる。周期がT0の波は、この湾では共振し大きく増幅することになる。 
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ここで、 は湾の奥行きの長さ(湾長)、mは１，２，３等の整数（モード数）、gは重力加

速度(9.8m･s

l
-2)、hは湾の平均水深。mが１の時の周期を基本周期と呼ぶ。 

 

有明海では、湾長 100km（おおむね口之津から住之江）、平均水深 20mとすると、基本

周期T0は以下のように算定される。 

 

T0＝4×100×4×100×1,000／√(9.8×20)＝28,600sec＝7.9 時間 

 

水深をそのままに湾長を 140km（おおむね野母崎から住之江）とすると、T0は約 11

時間となる。代表的内湾の湾長・水深を概略仮定し、上式に従って基本周期を求めた結

果が付表１である1）。 

 

付表１ 日本の主な湾の共振周期1)

 平均水深(m) 湾長(km) 周期 To(時間) 

陸奥湾 ３５ ６０ ３．６ 

東京湾 ２０ ５０ ４．０ 

伊勢湾 ２０ ７０ ５．５ 

大阪湾 ３０ ６０ ３．９ 

有明海 ２０ １００ ７．９ 

鹿児島湾 １１０ ８０ ２．７ 

 

有明海において数値計算で固有振動周期を求めた例を付表２に示す。 

 

付表２ 有明海の固有振動周期の計算例 

固有振動周期 備考（条件など） 出典 

約 12 時間 日本全国沿岸海洋誌に記載 2) 

約 11 時間 野母崎と天草から有明海奥部にかけて 3) 

約 9.5 時間 野母半島およびその延長上の海底山脈と、島原半

島・天草下島の間に有る橘湾の湾振動特性の関係に

よって生じる 

4) 

(1) 



 7.8 時間 口之津（早崎瀬戸）から有明海奥部にかけて 5) 

約 7.5 時間 早崎瀬戸から有明海奥部にかけて 4) 
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の海面の振動応答のピークを示す。 

周期振動の概念図 
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